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議   題 

（１）古河市立小中学校の適正規模について 

～第２回会議でのグループ討議を踏まえた適正規模について～ 

（２）古河市立小中学校の適正配置について 

～通学距離及び通学時間の目安等について～ 

議   事 

 

（１）古河市立小中学校の適正規模について 

～第２回会議でのグループ討議を踏まえた適正規模について～ 

 

・小中学校の適正規模については、下表のとおりとする。 

 

 

 

 

【主な意見】 

特になし 

 

（２）古河市立小中学校の適正配置について 

～通学距離及び通学時間の目安等について～ 

 

・小中学校の通学距離及び通学時間の目安については、下表のとおりとす

る。 

 

  学級数 １学級の児童・生徒数 

小学校 
12～18 26～35 

中学校 

  通学距離 通学方法 通学時間 

小学校 2.5～4㎞ 徒歩 
30～60分 

中学校 6㎞ 自転車 



 

【主な意見】 

上記の通学時間、通学距離は個人差や気象条件、道路条件などに左右

される。そのため、平均的な児童・生徒の通学時間、通学距離として、

あくまでも目安ととらえる。 

 

・「遠距離通学支援バスの活用」「学校と地域との関わり方」について協議。

委員を３つのグループに分け、グループ内討議を行い、その内容を発表

した。発表内容は下記のとおり。 

 

〇グループＡ 

・長距離通学支援バスについて、公民館をバスの発着所などにするな

どして積極的な活用をすることが望ましい。 

・学校の適正配置（統廃合）を進めるにあたり、学校と地域との関わ

りについて、コミュニティ 20地区の地区割を変更する必要性がある

のではないか。 

 

〇グループＢ 

・長距離通学支援バスについて、小学生の学年による体力差を考慮す

ると必要になってくる。また、保護者などにアンケートを実施する

などして活用を推進してはどうだろうか。 

・学校と地域との関わりについて、今までのお祭りなどの継続性を考

えると、20地区は変更しなくても良いのではないか。学区と地区割

は別に考えた方がよい。 

 

〇グループＣ 

・長距離通学支援バスについては、名崎小の運用が参考になる。 

・学校と地域との関わりについて、地区自体を分割することは難しい

が、中学校区を基盤に考えると調整できるところもあるのではない

か。 

 

備   考  

 


